
技術紹介　技術開発関連

固定資産評価における土地の画地計算では、個別の土
地の形状や大きさ等を正確に計測することが必要です。
根拠となる電子化された地番現況図データ、公図データ
があれば、GIS の手法を用いて比較的簡単に計測を行う
ことができますが、地番現況図や公図、地積測量図など
の図面が紙でしかない場合は、多大な時間と労力を要し
ます。特に紙図面上での想定整形地の作成および蔭地割
合の算出は難しく、土地の不整形地の判定を不整形度に
よる方式から、蔭地割合方式へ移行ができないケースが
未だ多く見受けられます。

アジア航測では、以前より地番現況図データとスキャ
ニングした地積測量図等を組み合わせることで、測量図
に基づいた正確な画地計測を行うシステム「画地カード
システム」を販売しており、好評を博していました。こ
の度、この「画地カードシステム」を大きくリニューア
ルし、従来のシステムの特長を活かしつつ、電子化され
た地番現況図データ、公図データがなくても、紙図面の
みで簡単で、かつ正確に行うことができる画地計測を実
現しました。また、使い勝手も大幅に向上させています。
以下に、システムの内容を紹介します。
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「画地カードシステム」は、アジア航測の行政支援シス
テム「ALANDIS NEO」と同じ基本エンジンを採用して
開発されていることから、同じ地図データを双方のシス
テムで使用することができます（図 1）。
ユーザインターフェースは、使いやすさに定評のある
ALANDIS NEOとの共通化を図り、業務手順に沿って
メニューやボタンが配置されているため、どなたでも簡
単に操作や処理を行うことができます（図 2）。
また、システムでは多くの課税情報を取り扱うため、
パスワードによるユーザ認証や、操作ミスを未然に防止
するための各段階での注意メッセージ、利用機能・利用
データへの設定によるユーザごとの利用範囲の制限など、
データ保護やセキュリティにも配慮し、安全性を十分に
確保しています。
さらに、総合行政ネットワーク（LGWAN）の利用を
はじめとするクラウドサービスにも対応しており、導入
時や運用時のコストを抑え、安全性の高いサービスをご
提供します。

システムの概要

電子データがなくても紙図面から正確・簡単に画地計測

「画地カードシステム」のリニューアル
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図1　システム全体イメージ

図2　画地計測画面
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「画地カードシステム」は、電子化された地番現況図デー
タ、公図データがなくても、簡単な操作で正確な画地計
測を行うことが可能となるため、職員の負担を軽減して
業務の効率化を図り、課税の公平化を常に意識しながら、
評価事務を遂行することができます。
また、画地計測結果は、画地単位にデータとして蓄積

しており、計測図面とともにいつでも簡単に呼び出すこ
とができますので、納税者からの問い合わせにも素早く
対応し、住民サービスの向上にも寄与します。
今後も継続的にシステムの見直しを図り、ユーザのニー
ズにお応えし続けたいと考えています。

おわりに

「画地カードシステム」での画地計測の流れは、次のと
おりです。4つの簡単なステップで、スピーディに計測
結果を導くことができます（図 3）。
①スキャニング
スキャナを使用して紙図面をスキャンし、画像データ
を作成します。
②筆界作成
画像データをシステム上に取り込み、筆形状をマウス
でなぞって筆界データを入力します。筆界データは地積
測量図の座標値を直接入力することによっても作成が可
能であり、より正確な筆形状を作成することができます。
③画地認定
筆界データを指定して画地認定処理を行い、画地界デー
タを生成します。筆界データはシステム内で保存してい
ることから、後々、画地の認定に変更を要する場合でも、
再利用することができ、画地の組み替えは簡単です。
④画地計測
画地界データを使って画地計測を行います。間口の位
置を指定するだけで瞬時に間口、奥行、想定整形地、蔭
地割合等の画地計算に必要な情報を取得できます。

画地計測の流れ

「画地カードシステム」では、単に画地計測を行うこと
ができるだけではなく、アジア航測の固定資産税支援業
務の豊富なノウハウを存分に活かした特長的な機能を備
えています。
①豊富な計測モード
例えば、間口であれば「2点間の直線」「間口辺に沿っ
た線」など、奥行であれば「間口垂線」「最深部奥行線」、
想定整形地であれば「間口に平行」「最小面積」など、豊
富な計測モードを備えていますので、あらゆる計測事例
にきめ細く対応することができます。

②過去基準による計測
平成 9基準年度以降の現行基準のみならず、平成 6基
準年度以前の過去基準に基づいた計測が可能です。近似
整形地の作成や三角地補正にも対応しています。
③計測結果の出力
計測結果は、帳票形式やCSV形式に出力することがで
きます。また、基幹系システムとの連携にも対応してい
ますので、手入力によるミスを防止するとともに、評価
事務の省力化を図ることができます。

特長的な機能

For the Future 2016

103

図3　画地計測の流れ
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